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関東ブロックＤＭＡＴ訓練（DPAT訓練）

主な訓練の実施項目

・ＤＰＡＴ調整本部、活動拠点本部の設置と運営
・ＤＭＡＴと連携した患者避難の実施
・災害拠点精神科病院との連携



関東ブロックＤＭＡＴ訓練（DPAT訓練）

かながわDPAT参加状況

参加：５チーム
・県精神保健福祉センター
・東海大学医学部付属病院
・横浜市立みなと赤十字病院
・聖マリアンナ医科大学病院
・県立精神医療センター
（その他）
３政令市DPAT担当者

訓練場所

・神奈川県庁
（ＤＰＡＴ調整本部）
・東海大学医学部付属病院
（ＤＰＡＴ活動拠点本部）
・秦野厚生病院
（被災想定病院）
・県立精神医療センター
（災害拠点精神科病院）



関東ブロックＤＭＡＴ訓練（DPAT訓練）

振り返り

・令和５年12月25日（月）に振り返り会を実施
・訓練参加チームから振り返りシートの提出

DPAT調整本部振り返り

成果 課題

• クロノロジーの記載、電子化

• EMISからの情報収集

• 保健医療調整本部内の連携

• 平時の訓練・研修が生きた

• 3政令市との協働

• 課題も含めて様々な気づき

• クロノロジーのEMISへの反映

• EMISへの入力

• 複数事案の同時調整

• 連絡調整

• DPAT調整本部運営要員の不足

• コントローラーの不在



関東ブロックＤＭＡＴ訓練（DPAT訓練）

検証内容と課題①CSCA
検証内容 備考

調整本部 • DPAT派遣‣要請、活動拠点本部への立ち上げ

• DPATスケジュール管理

• ライフライン等の情報取りまとめ

• 災害拠点精神科病院の調整・連携 等

• 派遣要請と隊の派遣、災害拠点精神科病

院の立ち上げ指示はできた

• 本部機能を検証するコントローラーが不

在で統括が兼任

活動拠点

本部

• DMAT活動拠点本部との連携

• DPAT調整本部との連携

• 指揮所の立ち上げ指示

• 診療継続等の具体的なニーズ把握 等

• 調整本部、DMATと連携しながら本部立ち

上げをすることができた

• 管轄医療圏の被災状況、被災病院の支

援ニーズの把握ができた

指揮所 • 被災病院の災害対策本部との連携

• 指揮所の立ち上げとニーズの把握

• DMATとの連携

• 支援ニーズの取りまとめとDPAT受援訓練

• 診療継続、患者搬送ニーズの把握

• 指揮所を立ち上げて活動することはでき

た

• 搬送患者の対応はできた

• 院内の災対本部と十分な連携は課題で

あった

各階層でCSCAの確立、カウンターパートとの連携を図ることはできた



被災病院(秦野厚生病院)に

記載された組織図

病院長（坂井院長）との連携 DMATと連携した搬送患者対応

管轄精神科病院の

被災状況把握
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活動拠点本部（東海大学医学部付属病院）
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検証内容と課題②DPAT受援訓練
被災病院(秦野厚生病院)
・被災病院は院内の情報の取りまとめについては十分にできていた。
・その一方、受援については十分に連携できていなかった
⇒病院、派遣DPAT隊が互いに情報共有することは課題であった

・定期的なミーティングを行い方針が明確であった

DPAT隊(聖マリアンナ医科大学、横浜市みなと赤十字病院）
・現場隊は被災病院の搬送ニーズと課題を整理し上位本部へ確認することができた
・指揮所に隊員が集まり、現場に隊員を分けることができていなかった(役割分担が
不十分)
⇒外部支援隊の一本化がなされずDMATとの情報共有には課題があった
⇒DMATが先に入っているという認識があり細やかに想定付与する必要があった

課題

被災病院へは情報提供する機会があったが、派遣隊に対する事前学習の配慮不足があった



定期的なミーティング

院内の被害状況の把握

現場隊（聖マリアンナ医科大学病院・
横浜市みなと赤十字病院）
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搬送患者一覧
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検証内容と課題③降灰訓練
被災病院で検証(秦野厚生病院＋DPAT隊)

抽出された課題を今後の病院機能維持に活かしていく


